
アシデえのデモクラシア

-遅野井茂雄

-はじめに

このところ，ラテンアメリカ諸国の民政移管を

めぐる議論が，内外で活発に tおニなわれている。

70年伐，ラテンアメリカ政治のアカデミズムを特

徴づけたのは，軍部主導の官僚型権威主義体制に

関する白熱した議論であった。そして 80年代も半

ば，軍が「政治から撤退し兵舎に戻る」傾向が主

流を占めるにいたり，軍による制度的「独裁の黄

昏」の後に到来した 80年代の民主化の動きが，は

たして定着するかどうかを問うことは，自然な問

題のたてかたではある。しかし，クーデターの発

生を常に考慮に入れなくてはならないこの地域の

政治風土にあって，今日の民主化への動きを，新

たなクーデターへの条件を整えるものとして悲観

的にみる見方があり，また経済的格差の著しい「二

階層社会」という現実から，民主主義はたんなる

形式的なものへの復帰に他ならないとする悲観論

が他方にある。たしかに，今日ラテンアメリカの

議会制民主主義は，国民大多数にとって，経済的

な民主主義(相対的平等化)を伴わない。それゆえ，

それがたんなる「形式的民主主義」にすぎぬと，

軽んじられもするのである。だが言いかえれば，

過去半世紀で最大の不況と，外からの資金の流れ

が途だえた厳しい環境のなかで，そうした国民大

多数の福祉の実現という重い課題を背負わなけれ

ばならないところに，今日のラテンアメリカ諸国

の民主化の試練があるともいえるであろう。

しかし今回， 5月19日から 6月14日までペ
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lレーを中心とする中央アンデス 3カ国の民主化の

実態を調査する機会を得で痛感したことは，政治

的民主主義の徹底という印象的な側面であり，ま

た特にペルーについて指摘てoきることであるが，

そうした政治的平等化に支えられて経済的平等化

をも推し進めようとする為政者の側の熱意と，そ

れに対する国民の期待感であった。

-参加の爆発

ペルーでは 1980年の選挙で，またエクアドルてや

は1984年の選挙において，スペイン語の読み書き

のできない層にまで選挙権が与えられ，教育上の

差別をうけず，一票等価の原則にのっとった選挙

権の拡大，つまり両国の政治的民主化の過程は，

今日ようやく完結したといえる。これを受けて有

権者数は激増し，エクアドルでは前回 1978年の選

挙と比べ80%(170万人)増加した。またペルーで

は，若年層に傾く有権者の人口構成という特徴も

あり， 5年前の民政移管の時と比べ200万近く有

権者数が増加した。それぞれ総人口で900万およ

び1900万の中小国でこうした「参加の爆発」が生

じているのである。そしてさらに印象的なのは，

ペルーの場合は， 4月14日の選挙において有権者

のほぼ90%が投票したという事実，またエクアド

ルでは，棄権者数が若干多くなっているとはいえ，

1984年の選挙で約70%が投票したという事実で

ある。 80年代にかけて，両国の政治参加はきわめ

て高まったと考えてよいであろう。

そのうえ，こうした「参加の爆発」状況は， 50 

年代以降の都市化という与件のなかで生じてきて

おり，それとともにマス・デモクラシー，都市デ












